
 

次
に
、
本
会
の
活
動
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
は
日
高
市

の
市
制
施
行

30

周
年
の
節
目
の
年

と
な
り
、
市
で
は
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
会
で
も
こ
れ
を
記

念
し
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
Ｃ
Ｄ
「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ひ
だ

か
日
和
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の 

Ｃ
Ｄ
に
は
、
市
内
の
盆
踊
り
な
ど
に 

悠久１３００年 高麗
こ ま
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日
高
市
の
観
光
資
源
に
は
、
巾
着
田
や
日
和
田
山
、
清
流
高
麗
川
と
い
っ

た
豊
か
な
自
然
と
、
高
麗
神
社
や
聖
天
院
、
高
麗
郷
古
民
家
な
ど
の
奥
深
い

歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
文
化
的
な
財
産
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
巾
着
田
で

は
、
春
は
桜
や
菜
の
花
、
秋
に
は
国
内
最
大
級
の
群
生
地
に
曼
珠
沙
華
が
咲

き
誇
り
、
毎
年
大
勢
の
方
に
ご
来
訪
い
た
だ
き
、
四
季
折
々
の
風
景
や
川
遊

び
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
巾
着
田
周
辺
の
高
麗
郷
一
帯 

使
用
さ
れ
る
「
日
高
音
頭
」、「
日
高
小
唄
」
の
音
質
を
改
善
し
た
も
の
と
、

歌
詞
や
メ
ロ
デ
ィ
を
令
和
版
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
新
曲

 

「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ 

ひ
だ
か
日
和
」
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ひ
だ
か
日
和
」

は
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
募
集
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
作
詞
し
、
日
高
の 

自
然
や
歴
史
が
垣
間
見
え
る
歌
詞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
活
動
と
し

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
く
り
っ
か
ー
・
く
り
っ
ぴ
ー
」
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
作
成
を
進
め
て

お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
「
来
て
よ
か
っ
た
、
ま
た
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

「
日
高
市
観
光
協
会
の
活
動
」 

日
高
市
観
光
協
会
長 

 

加
藤 

克
美 

に
は
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
集
中
し
て

お
り
、
回
遊
の
し
や
す
さ
か
ら
、
市
は

「
遠
足
の
聖
地
ひ
だ
か
」
と
し
て
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
観
光
戦
略
と
し
て
は
、
そ
れ
ら

の
地
域
だ
け
で
な
く
市
全
域
を
含
め
た

観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。 

 

巾着田の曼珠沙華 

春の巾着田より望む日和田山 

御
帳 

み
と
ば
り 

―

天
明
大
飢
饉
期
の
金
襴―

 

 

 

御
帳
（
み
と
ば
り
）
と
は
、
社
殿
の
内
部
に
垂
れ 

下
げ
て
、
御
神
前
と
外
界
を
隔
て
る
布
の
こ
と
で
す
。 

高
麗
神
社
で
は
、
年
に
一
度
、
例
祭
日
の
み
、
御
本
殿

の
内
部
に
金
襴
の
御
帳
が
か
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

写
真

1

は
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
） 

に 

奉
納
さ
れ
た
従
来
の
も
の
で
す
。
表
面
に

は
、
茶
色
が
か
っ
た
朱
色
の
地
に
、
め
で
た

い
文
様
で
あ
る
稲
妻
、
雲
、
牡
丹
が
金
糸
で

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
、
従
来
の

御
帳
を
も
と
に
、
新
た
な
御
帳
を
復
元
新
調

し
ま
し
た
。 

復
元
新
調
に
あ
た
り
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

直
径
三
〇
セ
ン
チ
程
の
菊
紋
装
飾
が
二
箇
所

施
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
菊
紋
は
、
江
戸
時
代
の
別
当
大
宮

寺
の
本
山
で
あ
る
聖
護
院
門
跡
に
由
来
す

る
も
の
で
す
。 

 

天
明
四
年
に
御
帳
を
奉
納
し
た 

 

「
栗
坪
村 

賀
右
衛
門
」
に
つ
い
て
は
、

御
帳
裏
面
（
写
真

2

）
の
墨
書
の
ほ
か

に
手
が
か
り
が
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
し

た
。 

 

令
和
三
年
に
別
件
の
史
料
調
査
の 

過
程
で
、「
賀
右
衛
門
」
の
九
代
後
の 

 

御
子
孫
が
健
在
で
、「
岡
村
」
姓 

と
判
明
し
ま
し
た
。 

 

天
明
大
飢
饉
の
頃
に
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
奉
納
さ

れ
た
の
か
、
今
後
も
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

例
祭
に
お
参
り
さ
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
復
元
新
調

さ
れ
た
御
帳
も
御
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。 

 

（
横
田
稔 

高
麗
神
社
主
任
学
芸
員
） 

写真 1 御帳（天明 4 年奉納） 表面 

写真 2 御帳（天明 4 年奉納） 裏面 

社
宝
見
聞
録 

① 
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※
御
朱
印
は
通
年
で
授
与
し
て
お
り
ま
す
。 

神
社
さ
ん
さ
く 

《
加
倉
井 

秋
を 

句
碑
》 

誘
地
し
た
の
は
、
加
倉
井
と
親
交
が
深
か
っ
た
宮
司
の

高
麗
澄
雄
（
当
時
）
で
あ
っ
た
。
句
は
加
倉
井
自
ら
が

選
定
し
、
原
寸
大
に
揮
毫
し
た
。
そ
の
原
書
は
、
平
井

素
石
が
大
切
に
保
管
を
し
て
い
た
が
、
こ
の
た
び 

 

嗣
子 

平
井 

斉
氏
よ
り
当
社
へ
ご
奉
納
い
た
だ
い
た
。

原
書
は
、
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
綺
麗
に
表
装
さ
れ
、 

昭
和
四
十
九
年
作
、
当
社 
例
祭
（
十
月
十
九
日
）

に
獅
子
舞
を
見
て
詠
ま
れ
た
句
で
あ
る
。江
戸
時
代
よ

り
氏
子
中
が
受
け
継
い
で
き
た
獅
子
舞
は
、
現
在
、
概

ね
午
後
一
時
か
ら
約
三
時
間
半
に
わ
た
り
奉
納
さ
れ

る
。
別
名
「
し
し
っ
く
る
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
勇
壮

な
舞
振
り
で
あ
る
。一
方
で
笛
の
音
は
単
調
で
せ
つ
な

い
響
き
が
特
徴
だ
。
句
に
詠
ま
れ
た
「
引
獅
子
」
は
、

最
後
の
庭
「
竿
掛
か
り
」
の
最
終
盤
三
頭
の
獅
子
が 

横
並
び
に
な
り
、
愛
で
て
き
た
花
々
か
ら
遠
ざ
か
り
つ

つ
、
ひ
と
狂
い
す
る
。
賑
々
し
く
行
わ
れ
た
秋
祭
り 

行
事
で
あ
る
。
ぜ
ひ
十
月
十
九
日
に
は
例
祭
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
引
獅
子
ま
で
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。 

引
ひ
き

獅
子

じ

し

や 
昏 く

れ
を
う
な
が
す 

笛
と
風 

も
、
こ
れ
で
見
納
め
と
自
ず

か
ら
郷
愁
に
誘
わ
れ
る
場

面
で
あ
る
。 

 

昭
和
五
十
六
年
十
月 

二
十
五
日
、
句
碑
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
た
。
建
立
を
特
に 

念
願
し
た
の
は
高
麗
冬
草

会
の
中
心
人
物 

平
井
素
石 

取
り
分
け
高
麗
神
社
の

獅
子
舞
に
す
っ
か
り 

惚
れ
込
ん
だ
と
い
う
。

社
務
所
の
前
で
椅
子
に

腰
掛
け
、
時
間
を
忘
れ

て
見
入
っ
て
い
た
、
と

先
代
宮
司
の
妻 

高
麗

敏
江
は
当
時
を
振
り
返

る
。 

 

句
碑
建
立
地
選
定
に

あ
た
り
「
当
社
に
」
と 

令
和
三
年
四
月
十
四

日
、
御
神
前
に
て
奉
納

奉
告
祭
が
執
り
行
わ
れ

た
。 

 

句
碑
は
参
道
山
側
に

建
ち
、
俳
人 

加
倉
井 

秋
を
の
句
心
を
い
つ
ま

で
も
伝
え
続
け
て
い

る
。
約
三
時
間
半
に
渡

る
獅
子
舞
だ
が
、
最
後

ま
で
楽
し
め
る
伝
統 

で
あ
っ
た
。
冬
草
は
俳
人 

加
倉
井
秋
を
が
主
宰
す
る

句
会
で
、
そ
の
一
支
部
で
あ
っ
た
「
高
麗
冬
草
会
」

に
は
、
十
六
名
が
集
い
加
倉
井
に
師
事
し
て
研
鑽
を

積
ん
で
い
た
。
加
倉
井
は
幾
度
と
な
く
来
訪
し
、 

 

高
麗
の
郷
を
愛
で
て
沢
山
の
作
品
を
生
み
出
し
た
が 

加
倉
井
秋
を
（
か
く
ら
い 

あ
き
お
） 

略
歴 

明
治
四
十
二
年
水
戸
市
加
倉
井
町
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は 

 

昭
夫
。
東
京
美
術
学
校
建
築
科
を
卒
業
後
、
建
築
会
社
に
入
社
。

社
内
俳
句
会
で
富
安
風
生
の
指
導
を
受
け
、
そ
の
機
縁
に
よ
っ

て
昭
和
十
三
年
「
若
葉
」
入
会
、
風
生
に
師
事
し
た
。
昭
和 

 

三
十
四
年
「
冬
草
」
を
主
宰
し
昭
和
六
十
三
年
、
七
十
八
歳 

 

逝
去
す
る
ま
で
「
冬
草
」
の
発
展
と
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。 

引獅子の場面（高麗家住宅前庭） 

左：加倉井秋を・右：平井素石 /  句 碑 

加倉井 秋を 揮毫の俳句「引獅子」・句碑の原書 

「
神
社
さ
ん
さ
く
」
編
集
に
あ
た
り
中
段
写
真
及
び
資
料
提
供

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
平
井 

斉
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

し 

し 
 

 
 

 
 

ひ
と
し 

ひ
ら
い  

そ
せ
き 

③ 

《 
 
 

水
天
宮
》 

御
祭
神
…
安
徳
天
皇 

（ 

あ
ん
と
く
て
ん
の
う 

） 

縁 

日
…
毎
月
五
日
・
十
五
日
・
二
十
五
日 

行 

事
…
十
月
十
九
日 

獅
子
舞
宮
参
り
御
印
行
事 

御
神
徳
…
安
産
・
子
育
て
・
無
病
息
災
・
水
難
除
け 

 

※
十
二
月
二
十
五
日 

頒
布
納
祭 

/ 

二
月
五
日 

頒
布
始
祭
を
水
天
宮
御
神
前
に
て 

 

斎
行
。
十
二
月
二
十
六
日
～
二
月
四
日
の
間
は
、
授
与
品
頒
布
休
止
と
な
り
ま
す
。 

【
由
緒
】 

山
頂
の
水
天
宮
は
、
江
戸
時
代
に
水
天
宮
の
御
分
霊
を
勧
請
し
た
も
の

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

広
く
水
に
関
わ
る
御
神
徳
が
あ
り
、
水
が
汚
れ
を
洗
い
流
し
生
命
を
育

む
こ
と
か
ら
、
安
産
・
子
育
て
・
無
病
息
災
・
水
難
除
け
に
霊
験
あ
ら
た

か
と
言
わ
れ
ま
す
。 

高
麗
神
社
の
例
祭
で
は
、
高
麗
神
社
社
殿
に
続
き
水
天
宮
で
も
獅
子
舞

が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
水
天
宮
の
鎮
座
地
は
、
古
く
か

ら
重
要
な
拝
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
よ
り
氏
子
中
が
、
脈
々
と
伝
え
て
き
た
獅
子

舞
。
中
で
も
、
主
に
未
成
年
の
若
者
が
子
獅
子
に
扮
す
る

『 

宮
参
り 

』
は
、
本
殿
か
ら
山
上
の
水
天
宮
へ
登
り
、

日
頃
の
感
謝
と
御
神
威
発
揚
の
願
い
を
込
め
た
舞
が
奉
納

さ
れ
ま
す
。 

こ
の
時
、
共
に
登
頂
し
た
七
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
へ

子
獅
子
の
役
者
た
ち
が
御
印
を
お
授
け
い
た
し
ま
す
。
こ

の
御
印
を
額
に
授
け
ら
れ
た
者
は
、
高
麗
神
社
と
水
天
宮

の
神
様
の
ご
加
護
を
受
け
、
一
年
間
『 

無
病
息
災 

』
の

霊
験
を
授
か
る
と
い
い
ま
す
。 

高
麗
神
社 

 

末
社 

獅
子
舞
宮
参
り 

御
印

お

し

る

し

行
事 

日
時
・
例
祭
の
日 

十
月
十
九
日 

午
後
二
時
す
ぎ 

事
前
申
込
み
不
要 

当
日
参
加
⁄
参
加
費
・
無
料 

※
斎
行
の
一
、
二
ヵ
月
前
に
神
社
掲
示
板
や
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
な
ど
に
詳
細
な
案
内
が
出
ま
す
。 

水
天
宮
授
与
品 

案
内 

水
天
宮
御
朱
印 

五
百
円 

専
用
の
紙
に
て
お
授
け
い

た
し
ま
す
。 

洗
心
紙 

一
〇
〇
円 

文
字
を
な
ぞ
り
、
水
に
溶
か
し

て
心
身
を
洗
い
清
め
ま
す 

額に社紋巻鶴の御印を捺印する様子  /  水天宮 宮参り 

水
天
宮 

鈴
守 

七
〇
〇
円 

水
天
宮 

御
守 

七
〇
〇
円 

※
縁
日
の
み
授
与
（
毎
月
五
日
・
十
五
日
・
二
十
五
日
） 

十
二
月
二
十
六
日
～
二
月
四
日
の
間
は
、
授
与
品
頒
布
休
止
と
な
り
ま
す
。 

山頂の静かな空間

に鎮座する水天宮 

山登りが困難な場合に

は麓の遥拝所よりお参

りください。 

④ 



 

渋
沢
栄
一
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
埼
玉
の
偉
人
で
あ
る
。
そ
の
栄
一
は
縁
あ

っ
て
一
橋
家
に
仕
え
、
名
を
篤
太
夫
と
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代 

 

末
期
、
篤
太
夫
は
共
に
仕
官
し
た
従
兄
の
成
一
郎
と
共
に
一
橋
領
内
を
巡
り

募
兵
を
行
っ
た
。
篤
太
夫
ら
が
仕
え
る
一
橋
家
は
御
三
卿
と
言
わ
れ
る
将
軍

家
の
藩
屏
で
、
高
い
家
格
を
誇
る
も
の
の
家
産
は
将
軍
家
に
依
存
す
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
特
に
手
勢
は
無
い
に
等
し
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
当
主
一
橋

ひ
と
つ
ば
し

慶
喜

よ

し

の

ぶ

は
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
三
月
禁
裏
御
守
衛
総
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で 

京
の
治
安
を
守
る
主
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、

篤
太
夫
と
成
一
郎
の
両
人
は
領
内
か
ら
武
芸
心
得
の
あ
る
若
者
を
兵
士
と
し

て
募
る
命
を
受
け
た
の
で
あ
る
。 

 

『
旧
高
旧
領
取
調
帳 

関
東
編
』（
近
藤
出
版
社
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
初
年

前
後
の
現
日
高
市
内
の
一
橋
領
は
概
ね
、
梅
原
村
、
栗
坪
村
、
清
流
村
、
高
岡 

村
、
高
岡
新
田
、
新
堀
村
、
平
沢
村
上
組
、
同
中
組
、
同
下
組
、
田
波
目
村
、

横
手
村
で
あ
っ
た
。 

 

を
大
記
は
「（
前
略
）
当
九
ヶ
村
談
合
ニ
而
申
立 

小
川
壱
人
ニ
而
十
人
ニ
も
勝

り
可
申
談
内
々
申
上
候
処
、
渋
沢
氏
承
知
也
」
と
記
し
て
い
る
。
大
記
に
と
っ

て
小
川
椙
太
は
初
見
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
「
目
見
い
た
し
候
、
随
分
英
士
な
り
」

と
印
象
を
述
べ
て
お
り
、
六
日
夜
に
は
再
び
梅
原
比
留
間
を
訪
ね
、
翌
朝
出
立

す
る
小
川
に
面
会
し
て
い
る
。 

一
橋
家
に
仕
官
し
た
小
川
椙
太
は
、
後
に
彰
義
隊
の
一
員
と
し
て
上
野
戦
争

に
参
加
し
た
。
興
郷
と
改
名
し
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、
彰
義
隊
士
が
火
葬

さ
れ
た
地
に
墓
所
を
営
ん
だ
。
明
治
政
府
へ
の
出
仕
を
拒
み
、
貧
に
あ
え
ぎ
な

が
ら
も
墓
所
を
整
え
続
け
、
生
涯
を
墓
守
に
捧
げ
た
。
子
孫
も
ま
た
、
興
郷
の

志
を
受
け
継
ぎ
墓
所
を
守
り
続
け
て
い
る
。 

著
作
物
や
家
伝
か
ら
推
測
す
る
に
、
大
記
と
い
う
人
物
は
思
慮
深
く
た
や
す

く
時
勢
に
流
さ
れ
た
り
、
相
手
方
の
立
場
に
お
も
ね
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
の

大
記
を
し
て
感
嘆
せ
し
め
た
渋
沢
篤
太
夫
、
成
一
郎
は
二
十
代
半
ば
に
し
て
既

に
大
器
の
片
鱗
を
見
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

横
手
村
で
あ
っ
た
。 

 

筆
者
の
高
祖
父
（
五
代
前
）

高
麗

こ

ま

大
記

だ

い

き

の
日
記
『
桜 お

う

陰 い

ん

筆
記

ひ

っ

き

』

に
よ
れ
ば
、
文
久
四
年
六
月 

二
日
村
内
の
寄
り
合
い
が
あ
り

「
御
領
地
之
内
外
共
武
術
心
掛

候
者
之
取
調
と
し
て
、
御
役
人

出
張
廻
村
ニ
付
而
之
事
也
」（
原

文
マ
マ
、
以
下
同
） 

《
史 

跡 

紹 

介
》
甲
源
一
刀
流 

比
留
間
道
場
ゆ
か
り
の
碑 

 

比
留
間
半
蔵
の
寿
蔵
碑 

渋沢 篤太夫（栄一） 
渋沢史料館所蔵 

が
表
題
の
渋
沢
篤
太
夫
、
渋
沢
成
一
郎
の
両
人
で
あ
っ
た
。 

大
記
は
そ
の
時
の
模
様
を
前
掲
書
同
年
六
月
十
四
日
に
次
の
よ
う
に
著
し
て

い
る
。 

「（
前
略
）
夜
中
組
頭
常
八
来
る
、
用
向
は
此
度
御
屋
形
よ
り
御
出
役
渋
沢
成

一
郎
同
篤
太
夫
殿
来
る
、
当
十
三
日
梅
原
久
太
郎
宅
着
ニ
而
、
赤
心
報
国
之
者

を
御
撰
之
御
用
也
、
然
る
処
拙
僧
（
大
記
）
併
ニ
吹
上
修
道
ニ
逢
度
旨
被
申
候

由
ニ
而
参
る 

十
五
日
晴
、
朝
常
八
来
り
、
同
道
御
役
人
旅
宿
江
参
る
、
篤
太

夫
号
ハ
青
渕
、
詩
稿
ヲ
出
し
て
被
示
、
随
分
之
文
学
士
也
、
手
跡
も
見
事
之
事

（
中
略
）
此
両
士
天
朝
家
也
、
去
年
御
上
京
之
節
御
屋
形
江
入
、
御
共
ニ
而
此

度
京
都
御
用
ヲ
蒙
り
下
り
廻
村
也
、
面
話
至
而
丁
寧
之
人
也
、
談
話
及
数
刻
帰

る
、
但
し
英
士
募
方
被
相
頼
候
事
」（
カ
ッ
コ
書
き
は
筆
者
） 

十
三
日
梅
原
村
久
太
郎
宅
に
着
い
た
両
人
は
早
速
、
募
兵
に
付
き
村
々
の
面

立
ち
に
相
談
を
始
め
た
ら
し
く
、
大
記
は
医
師 

新
修
道
と
共
に
十
五
日
に
面
会

を
し
た
。
面
談
は
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
、
篤
太
夫
は
自
作
の 

 

漢
詩
を
見
せ
評
を
乞
う
た
。
大
記
は
「
随
分
之
文
学
士
」「
手
跡
も
見
事
」
と
し
、

更
に
数
時
間
話
し
込
ん
で
、
両
人
を
「
天
朝
家
」（
尊
王
家
）「
丁
寧
之
人
」 

出
張
廻
村
ニ
付
而
之
事
也
」 

（
原
文
マ
マ
、
以
下
同
）
と
、 

一
橋
公
の
命
に
よ
り
役
人
が
派

遣
さ
れ
、
武
術
心
得
が
あ
る
も

の
を
取
り
調
べ
る
旨
が
通
知
さ

れ
た
。
そ
の
十
二
日
後
、
特
命
を

帯
び
て
当
地
に
や
っ
て
き
た
の

が 

渋沢 成一郎（喜作）
渋沢史料館所蔵 

当
地
を
訪
れ
た
人
々
１ 

渋
沢
篤
太
夫
と
渋
沢
成
一
郎 

 

高
麗
神
社
宮
司 

高
麗
文
康 

と 

く  

だ 
 

ゆ 
 

う 

せ 

い 

い 

ち 

ろ 

う 
と
評
し
た
。
五
十
二
年
に
及
ぶ
日
記
の
中
で
、
大
記
が
こ
こ
ま
で
絶
賛
し
た
人

物
は
居
な
い
。
ま
し
て
相
手
方
は
、
今
や
武
士
と
は
言
え
一
回
り
以
上
年
下
の

二
十
代
半
ば
の
若
者
達
で
あ
っ
た
。 

二
週
間
後
の
同
月
十
九
日
、
成
一
郎
が
改
め
て
梅
原
へ
滞
在
し
た
。
こ
の
間

大
記
は
方
々
へ
「
英
士
」
募
集
の
相
談
を
し
た
が
こ
の
時
点
で
は
具
体
的
な
人

選
に
至
っ
て
い
な
い
。
翌
七
月
三
十
日
篤
太
夫
は
新
堀
村
名
主
井
上
順
造
宅

に
滞
留
、
翌
日
早
速
英
士
募
集
に
応
じ
た
二
名
に
面
会
し
た
が
、
こ
の
二
名
は

家
族
と
相
談
の
上
、
後
刻
断
わ
り
を
申
し
出
た
。
大
記
は
そ
れ
を
京
の
動
向
が

不
穏
だ
か
ら
だ
ろ
う
、
と
推
測
し
て
い
る
。 

翌
二
日
篤
太
夫
は
、
梅
原
の
甲
源
一
刀
流
比
留
間
道
場
へ
赴
き
、
一
橋
家 

剣
術
教
授
方
肝
煎
比
留
間
良
八
の
弟
国
造
と
試
合
を
し
た
。
こ
の
日
、
大
記
は 

早
朝
か
ら
比
留
間
道
場
を
訪
れ
た
。 

篤
太
夫
は
仕
官
前
か
ら
故
郷
血
洗
島
で

剣
術
を
修
め
、
江
戸
遊
学
で
も
北
辰
一

刀
流
千
葉
道
場
で
稽
古
を
し
た
。
大
記

に
も
多
少
の
心
得
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

「
渋
沢
氏
与
一
面
手
合
願
候
事
」
と
、 

自
ら
手
合
わ
せ
を
申
し
込
ん
で
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
肝
心
の
「
英
士
」
募
集
の

件
は
、
比
留
間
道
場
の
門
人
小
川
椙
太

が
推
挙
さ
れ
た
。
結
局
、
こ
の
時
、
当
地

か
ら
一
橋
の
兵
士
と
な
っ
た
の
は
、 

小
川
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
様
子 

上：桜陰筆記 
  大記が五十二年間に 

わたり認めた日記 

右：五十六代当主 

  高麗大記 

幕
末
三
代
に
わ
た
り
剣
道
の
達
人
を
輩
出
し

た
比
留
間
家
の
二
代
半
蔵
利
充
の
徳
を
讃
え
、 

参 

照 

日
高
町
史 

文
化
財
編 

そ
の
門
人
た
ち

に

よ

り

明

治 

十
六
年
に
建
立

さ
れ
た
寿
碑
。 

⑤ ⑥ 



 

遠
慮
し
家
の
神
棚
の
前
に
白
紙
を
貼
り
、
神
事
奉
仕
を
一
旦
休
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
生
活
に
お
い
て
も
お
祝
い
事
の
予
定
を
、
忌
明
け
後
に
延
期
す
る
な

ど
の
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

「
服
」
は
、
古
来
、
喪
服
を
着
て
過
ご
す
事
で
そ
の
期
間
を
「
喪
中
」
と
も
言

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
故
人
へ
の
哀
悼
を
表
す
事
を
意
味
し
て
い
ま
す
。「
喪
中
」
は

一
般
的
に
、
百
日
か
ら
一
年
が
目
安
で
す
が
、
親
族
の
心
情
に
左
右
さ
れ
る
為
、

一
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
が
明
け
た
と
は
言
え
、
普
段
の
生
活
に
戻
る
た
め
に

は
今
し
ば
ら
く
猶
予
が
必
要
で
す
。
「
心
の
け
じ
め
」
を
つ
け
る
期
間
と
考
え
て

良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

地
域
の
慣
例
に
よ
っ
て
「
忌
」
「
服
」
の
風
習
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
忌
中
で
も
お
祝
い
事
や
神
事
に
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な

い
場
合
に
は
、
祓
い
を
行
い
一
時
的
に
忌
明
け
と
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
お
近
く

の
神
主
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

神
社
ま
め
知
識 

⑦ 

穢
れ
は
、
一
説
に
「
気
（
霊
）
が
枯
れ
」
を
意
味
し
、
こ
れ
が
身
に
付
く

こ
と
は
生
命
力
を
脅
か
す
と
、
忌 い

み
嫌
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
穢
れ
に
侵

さ
れ
た
究
極
の
状
態
が
「
死
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
故
に
古
来
よ
り

日
本
人
は
、
こ
の
穢
れ
の
な
い
状
態
、「
清

浄

せ
い
じ
ょ
う

」
を
心
掛
け
生
活
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
時
に
死
は
身
近
な
も
の
と
し
て
訪
れ
、
大
き
な
悲
し
み
や

日
常
生
活
の
混
乱
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
の
為
、
故
人
の
御
霊
が
安
ら
げ
る

よ
う
慰
霊
に
専
念
し
、
更
に
縁
あ
る
人
達
に
穢
れ
や
混
乱
が
伝
播
し
な
い
よ

う
、
行
動
を
慎
む
期
間
を
過
ご
す
風
習
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
喪
に

服
す
」
と
言
い
、
こ
の
期
間
に
は
「
忌 い

み

」
と
「
服 ぶ

く

」
の
二
通
り
が
内
在
し
て

お
り
ま
す
。 

「

忌
い
み
（
き
）

」
は
、
故
人
の
死
を
悼 い

た

み
、
御
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
期
間
で
、
そ
の

状
態
を
「
忌
中

き
ち
ゅ
う

」
と
い
い
ま
す
。「
忌
中
」
に
当
た
る
の
は
、
故
人
の
家
族
や 

 

親
族
で
、
神
道
で
は
そ
の
期
間
を
最
大
五
十
日
と
し
て
い
ま
す
。（
仏
教
で
は

四
十
九
日
）
自
ら
の
親
や
子
、
配
偶
者
の
場
合
、
忌
中
は
五
十
日
が
基
本
で
、

兄
弟
、
姉
妹
、
叔
父
叔
母
等
血
縁
が
遠
く
な
る
と
短
く
な
り
ま
す
。
故
人
と

同
居
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
葬
儀
の
喪
主
の
家
か
ど
う
か
で
も
忌
中
の
期
間

は
変
わ
り
ま
す
。
忌
中
の
者
は
、
地
域
の
祭
礼
行
事
・
神
社
へ
の
参
拝
を 

 

「
喪
に
服
す
」
に
つ
い
て 

け
が 

け 

祈願随時受付 毎日８：３０～１７：００ （１２/３１は、１４：００まで） 

※ご予約の必要はありません。 

初宮詣・七五三・ランドセルのお祓い（３月上旬～4月上旬） 

人生儀礼各種・商売繁昌・厄除け・方位除け・車お祓い 

高麗神社々務所 埼玉県日高市新堀 833 ☎042-989-1403 

編 

集 

後 

記 

担
当
・
保
々 

 

昨
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

感
染
症
と
戦
う
中
で
の
実
施
。
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
の

苦
労
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
困
難
を
越
え
、
大
舞
台
に
立
つ
選
手
達
の
姿

は
、
凛
と
し
輝
い
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。 

時
は
遡
り
、
激
動
の
時
代
に
生
き
た
渋
沢
栄
一
、 

渋
沢
喜
作
が
当
地
域
に
も
来
訪
し
て
い
ま
し
た
。 

身
近
な
所
で
の
偉
人
の
足
跡
に
、
大
変
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。
若
き
日
の
凛
々
し
い
御
姿
か
ら
も
困
難

に
立
ち
向
か
う
、
意
志
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

毎
年 

十
一
月
二
十
三
日 

午
前
九
時 

高
麗
神
社 

御
本
殿
に
て
斎
行 

毎
年
十
一
月
二
十
三
日
に
は
、
天
皇
陛
下
が
そ
の
年
の
新
穀
を
神
々
に 

御
神
供
な
さ
れ
る
新
嘗
祭
が
、
皇
居
・
神
嘉
殿
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。 

こ
れ
に
倣
い
全
国
各
地
の
神
社
に
お
い
て
も
新
嘗
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。 

五
穀
豊
穣
を
神
々
へ
奉
告
し
、
感
謝
す
る
祭
事
で
す
。 

※
当
社
で
は
、
ど
な
た
で
も
ご
参
列
い
た
だ
け
ま
す
。
参
列
に
際
し
て
の
詳
細
情
報 

は
、
斎
行
の
一
、
二
か
月
前
に
神
社
公
式
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

◯
新
米
の
稲
穂
の
束
（
懸
税
）
を
ご
奉
納
く
だ
さ
い 

       

  

◯
収
穫
し
た
作
物
を
ご
奉
納
く
だ
さ
い 

 

懸
税
と
は
、
稲
穂
の
稲
を
神
域
の
垣
に
か
け
て
神
に
献
ず
る
事
を
言
い
ま

す
。「
ち
か
ら
」
と
は
租
税(

そ
ぜ
い)

も
し
く
は
貢
物(

み
つ
ぎ
も
の)

の
意
味

で
、
丹
精
込
め
て
作
っ
た
お
米
（
稲
穂
）
を
尊
い
神
へ
と
供
え
、
秋
の
実
り

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
懸
税
（
新
米
の
稲
穂
）
は
、
新
嘗
祭
の
一
週
間
前

よ
り
当
日
ま
で
、
社
殿
前
に
て
お
供
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。  

新
嘗
祭
に
際
し
て
、
お
米
の
他
、
丹
精
込
め
て
作
っ
た
作
物
の
ご
奉
納

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
長
期
的
な
保
存
が
難
し
い
作
物
は
、
十
一
月
二
十
三
日
の
当
日
、

も
し
く
は
二
日
～
三
日
前
に
ご
奉
納
く
だ
さ
い
。
当
日
お
持
ち
い
た
だ

き
ま
し
た
も
の
は
、
順
次
お
供
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
奉
納
の
受
付
は
、
稲
の
収
穫
時
期
と
な
る
九
月
頃
よ
り
開
始
い
た
し
ま
す
。 

に
い 

な
め 

さ
い か

け
ぢ
か
ら 

⑧ 


